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記者会見発言要旨記者会見発言要旨記者会見発言要旨記者会見発言要旨（（（（未定稿未定稿未定稿未定稿）））） 

 

日日日日    時時時時：：：： 2011 年年年年 1月月月月 18日日日日（（（（火火火火））））    13：：：：30～～～～ 

出席者出席者出席者出席者：：：： 桜井正光桜井正光桜井正光桜井正光    代表幹事代表幹事代表幹事代表幹事 

 前原金一前原金一前原金一前原金一    副代表幹事副代表幹事副代表幹事副代表幹事・・・・専務理事専務理事専務理事専務理事 

 

記者の質問に答える形で、①大学生の就職内定率、②春闘、③税と社会保障の一体改革、

などについて発言があった。 

 

Q：：：：    大学生大学生大学生大学生のののの就職内定率就職内定率就職内定率就職内定率がががが、、、、12月現在月現在月現在月現在でででで 68.8％％％％とととと依然低調依然低調依然低調依然低調なななな状況状況状況状況がががが続続続続いているいているいているいている。。。。まずまずまずまず、、、、このこのこのこの

数字数字数字数字にににに対対対対するするするする率直率直率直率直なななな評価評価評価評価をををを伺伺伺伺いたいいたいいたいいたい。。。。またまたまたまた、、、、（（（（昨年昨年昨年昨年））））10 月月月月のののの調査調査調査調査からからからからあまりあまりあまりあまり改善改善改善改善がががが進進進進んでいなんでいなんでいなんでいな

いいいい。。。。国国国国、、、、企業企業企業企業、、、、学生各学生各学生各学生各々々々々にやるべきことがあるとにやるべきことがあるとにやるべきことがあるとにやるべきことがあると思思思思ううううがががが、、、、現状現状現状現状をををを打開打開打開打開するためにするためにするためにするために求求求求められるめられるめられるめられる点点点点がががが

あればあればあればあれば伺伺伺伺いたいいたいいたいいたい。。。。 

桜井：  数字に対しては、例年より 10％弱低く、大変厳しい情勢だと感じる。現状を改善す

るには、主に 2 つが中心になる。ひとつは、経済成長、企業の成長によって雇用をよ

り高めていくことが大事である。もうひとつは、学生と需要側（企業）との間に、大企業

偏重型によるミスマッチがある。これをいかに解決していくか（が課題）である。 

前原：  昨年まで大学関係者だったので、一言述べる。昨年も大変苦労をし、大企業だけ

でなく中小企業の採用担当も大学に招いて説明会を開催し、かなり（内定が）決まっ

たという経験をした。最終的には、前職の大学では 9割以上が就職できた。今年はも

う少し厳しいかもしれないが、互いに努力をすることももっと必要ではないかと思う。 

 

Q：：：： 就職内定率就職内定率就職内定率就職内定率についてについてについてについて、、、、厳厳厳厳しいしいしいしい数字数字数字数字のののの背景背景背景背景としてとしてとしてとして、、、、企業企業企業企業がががが人材人材人材人材をををを育成育成育成育成するするするする余裕余裕余裕余裕がなくがなくがなくがなく中途中途中途中途

採用採用採用採用をををを増増増増やすやすやすやす傾向傾向傾向傾向にあるというにあるというにあるというにあるという分析分析分析分析もあるようだがもあるようだがもあるようだがもあるようだが、、、、企業企業企業企業のののの側側側側からみてからみてからみてからみて、、、、実際実際実際実際にににに人材育成人材育成人材育成人材育成にににに余余余余

裕裕裕裕がないというがないというがないというがないという実感実感実感実感がおありかがおありかがおありかがおありか。。。。 

桜井：  私の知る範囲ではそのようなことはない。企業は人材育成を大変重要視している。

今まで日本の成長を支えてきた企業経営の特色として、長期視点での投資、長期視

点での人材育成、そして長期視点での市場開拓があり、それが（日本企業の）強み

でもあった。中でも人材育成は常に長期視点で取り組まれてきた。ただし、長期視点

での人材育成であったがために、一部では硬直化した人材（配置がなされてきた）と

いう面もある。企業というのは、社会や市場の変化に合わせて開発、提供する商品、

システム、サービスを入れ替える必要がある。そのためには、新たな人材を育て、さら

に必要に応じて人材も入れ替えなければならない。その意味で人材育成の仕方が

変わるということはある。しかし、今指摘されような「（企業に）人を育てている余裕がな

い」というのは、まずあり得ない。 

前原：  バブル崩壊後の一時期、そのような傾向はあったかもしれないが、最近は元に戻っ

てきている会社が多いのではないか。 
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Q：：：：    まもなくまもなくまもなくまもなく春闘春闘春闘春闘ののののシーズンシーズンシーズンシーズンがががが始始始始まるまるまるまる。。。。昨日昨日昨日昨日、、、、日本日本日本日本経団連経団連経団連経団連がががが経労委報告経労委報告経労委報告経労委報告をををを出出出出しししし、（、（、（、（内容内容内容内容のののの））））ニュニュニュニュ

アンスアンスアンスアンスとしてとしてとしてとして、、、、定昇定昇定昇定昇についてはについてはについてはについては、、、、労使労使労使労使ともにともにともにともに、、、、景気景気景気景気もももも上向上向上向上向きつつあるのでよしときつつあるのでよしときつつあるのでよしときつつあるのでよしと（（（（判断判断判断判断））））しているしているしているしている。。。。

次次次次のののの段階段階段階段階でででで、、、、連合連合連合連合がががが求求求求めているめているめているめている定昇定昇定昇定昇のののの 1％％％％上積上積上積上積みにみにみにみに分分分分にににに関関関関してはしてはしてはしては、、、、日本日本日本日本経団連経団連経団連経団連はははは大変厳大変厳大変厳大変厳しししし

いいいい見方見方見方見方をしているようだをしているようだをしているようだをしているようだ。。。。今回今回今回今回のののの春闘春闘春闘春闘についてについてについてについて、、、、どのようなどのようなどのようなどのような展開展開展開展開をををを予想予想予想予想されているかされているかされているかされているか、、、、所見所見所見所見をををを伺伺伺伺

いたいいたいいたいいたい。。。。 

桜井：  経済同友会は、春闘の問題に対して、あまり責任を持ってコメントする立場にない

が、日本経団連が発表された基本的な考え方には、個人的に同意できる。賃上げに

ついては、足下的には、企業の業績は徐々に回復しつつあるが、今後の景気、経済、

そして事業の見通しを積極的に組み込むことは、大変難しい状況にある。このことか

らも、日本経団連の考え方の通り、賃上げより雇用ということに共感できる。また、1％

（定昇の上積み）については、定昇と賞与等を含むプラス・アルファの上積み分にな

ると思う。これは、業績をしっかりとわきまえた上での個々の企業の判断になろう。じっ

くりと協議していただきたい。 

 

Q：：：：    社会保障社会保障社会保障社会保障とととと税税税税のののの一体改革一体改革一体改革一体改革についてについてについてについて、、、、政府政府政府政府もももも内閣改造後内閣改造後内閣改造後内閣改造後、、、、動動動動きききき出出出出したしたしたした。。。。来年度中来年度中来年度中来年度中にににに消費消費消費消費

税引税引税引税引きききき上上上上げのためのげのためのげのためのげのための法律法律法律法律をををを準備準備準備準備するというするというするというするという話話話話があるがあるがあるがある一方一方一方一方でででで、、、、消費税消費税消費税消費税をををを上上上上げるにはげるにはげるにはげるには選挙選挙選挙選挙でででで信信信信をををを

問問問問うべきといううべきといううべきといううべきという意見意見意見意見もあるもあるもあるもある。。。。このこのこのこの議論議論議論議論についてについてについてについて代表幹事代表幹事代表幹事代表幹事のののの所見所見所見所見をををを伺伺伺伺いたいいたいいたいいたい。。。。 

桜井：  基本的な考え方として、税制は、国民の生活上大変に重要なことなので、（もし）マ

ニフェストを変えるのであれば、それなりの手続きが必要で、その方法のひとつに選

挙があると思う。しかし、どのように社会保障制度改革やそれに伴う税制抜本改革が

動いていくのか、今のところ先行きがよく分からない。よって現時点では、選挙を基に

国民の信を問うことが必要なのかはコメントしにくい段階だと思っている。 

 

Q：：：：    1月月月月 11日日日日にににに経済同友会経済同友会経済同友会経済同友会がががが発表発表発表発表したしたしたした「「「「2020年年年年のののの日本創生日本創生日本創生日本創生－－－－若者若者若者若者がががが輝輝輝輝きききき、、、、世界世界世界世界がががが期待期待期待期待するするするする

国国国国へへへへ－」－」－」－」ではではではでは、、、、今今今今すぐにでもすぐにでもすぐにでもすぐにでも準備準備準備準備をしなければをしなければをしなければをしなければ、、、、日本日本日本日本のののの財政財政財政財政はははは社会保障制度社会保障制度社会保障制度社会保障制度もももも含含含含めてめてめてめて大変大変大変大変なななな

ことになことになことになことになるるるる、、、、というというというという危機感危機感危機感危機感ががががあるとあるとあるとあると思思思思うううう。。。。 

桜井：  与謝野大臣が入閣され、基礎年金部分を税で（賄う）という（民主党の案）は、制度

上どのようになるのかが不透明になったと思う。しかし、現行制度のまま基礎年金部

分の 1/2 を税で支えるとしても、やはり安定した財源が必要であり、消費税が重要な

役割を持つということでは一致していると思う。日程的には、税の抜本改革、社会保

障制度改革について、政府も 6 月を目処に議論を尽くし、方向性を定めるということ

である。税制は、所得税法の付則で 2011 年度までには法制の措置を講ずるとのこと

で、この方向で進むと思う。また、（社会保障の）制度設計および、消費税を含む税

の抜本改革を今年度中に固め、2012 年に法制化し、2013 年から新しい社会保障制

度がスタートするというのが、ぎりぎりの、先延ばしできない線だと思っている。 

前原：  （経済同友会の提言に対して）いろいろな方から（ご意見をいただいているが、）消

費税 17％アップだけが一人歩きしている印象である。提言は、消費税は上げるが、

基礎年金部分の保険料がなくなるので、国民全体の負担率は 10 年後も今と同程度

のレベルに留めるという趣旨である。 
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Q：：：：    マニフェストマニフェストマニフェストマニフェストをををを変変変変えるえるえるえるにはそれなりのにはそれなりのにはそれなりのにはそれなりの手続手続手続手続きがきがきがきが必要必要必要必要でででで、、、、そのひとつのそのひとつのそのひとつのそのひとつの方法方法方法方法にににに選挙選挙選挙選挙があるとがあるとがあるとがあると

のののの発言発言発言発言があったががあったががあったががあったが、、、、仮仮仮仮にににに選挙選挙選挙選挙でででで信信信信をををを問問問問うたうたうたうた結果結果結果結果、、、、またまたまたまた話話話話がががが停滞停滞停滞停滞するするするする可能性可能性可能性可能性もあもあもあもありりりり得得得得るるるる。。。。これこれこれこれ以以以以

上先延上先延上先延上先延ばしできないとばしできないとばしできないとばしできないとのののの主張主張主張主張だったがだったがだったがだったが、（、（、（、（改革実現改革実現改革実現改革実現のののの））））期限期限期限期限もももも怪怪怪怪しくなってくるとしくなってくるとしくなってくるとしくなってくると思思思思われるわれるわれるわれる。。。。このこのこのこの

スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール感感感感とととと選挙選挙選挙選挙でででで信信信信をををを問問問問うことのうことのうことのうことの関係関係関係関係についてについてについてについて、、、、おおおお考考考考えをえをえをえを伺伺伺伺いたいいたいいたいいたい。。。。 

桜井：  まず、しっかりとスケジュール内で進めていくことが非常に大事である。次に、国民

生活に大きく影響するマニフェストの主要項目を変更するのであれば、選挙で民意

を問う必要があるだろう。これをどう組み合わせていくか、どう判断するかは政治が考

えなければいけないことである。 

 

Q：：：：    新新新新しいしいしいしい内閣内閣内閣内閣のののの顔顔顔顔ぶれをぶれをぶれをぶれを見見見見ててててもももも、、、、与謝野氏与謝野氏与謝野氏与謝野氏ががががさまざまなさまざまなさまざまなさまざまな制度改革制度改革制度改革制度改革ののののキーキーキーキーマンマンマンマンになることはになることはになることはになることは

間違間違間違間違いないいないいないいないだだだだろうがろうがろうがろうが、、、、特特特特にににに選挙区選挙区選挙区選挙区のののの有権者有権者有権者有権者たちにはたちにはたちにはたちには、、、、これまでのこれまでのこれまでのこれまでの主張主張主張主張とととと今今今今のののの行動行動行動行動がががが、、、、平仄平仄平仄平仄がががが

合合合合わないわないわないわないとととと感感感感じているじているじているじている人人人人がががが多多多多いいいい。。。。いまいまいまいま政府政府政府政府がががが行行行行おうとしていることはおうとしていることはおうとしていることはおうとしていることは、、、、目的目的目的目的がががが正正正正しいのしいのしいのしいのだだだだからからからから手手手手

段段段段についてはについてはについてはについては難難難難しいことはしいことはしいことはしいことは言言言言わずわずわずわず、（、（、（、（改革改革改革改革のののの））））結果結果結果結果がががが国民国民国民国民のためなるならのためなるならのためなるならのためなるなら良良良良いのではないかといのではないかといのではないかといのではないかと

いういういういう姿勢姿勢姿勢姿勢にもにもにもにも受受受受けけけけ取取取取れるれるれるれる。。。。そうするとそうするとそうするとそうすると、、、、マニフェストマニフェストマニフェストマニフェストをををを掲掲掲掲げてげてげてげて総選挙総選挙総選挙総選挙をすることのをすることのをすることのをすることの意味意味意味意味はどうなるはどうなるはどうなるはどうなる

とおとおとおとお考考考考えかえかえかえか。。。。 

桜井：  菅首相は、与謝野大臣の社会保障制度と税制の一体改革に関する主張を十分に

承知しておられる。その上で経済財政担当相に任命し、さらに社会保障と税の改革

も担当するよう指示をされている。菅首相ご自身が主張された民主党の社会保障制

度改革および税制改革を前提にしながらの（与謝野大臣への）指示なのだから、十

分に承知した上での任命という他ない。菅首相がしっかりとした意思の下に、与謝野

氏を（閣僚に）加え、民主党（政権）の根幹を成す税と社会保障の一体改革を前に進

めていただきたい、としか言いようがない。 

 

Q：：：： 全額税方式全額税方式全額税方式全額税方式のののの最低基礎年金最低基礎年金最低基礎年金最低基礎年金というのがというのがというのがというのが民主党民主党民主党民主党のののの主張主張主張主張でででで、、、、与謝野氏与謝野氏与謝野氏与謝野氏はははは保険料方式保険料方式保険料方式保険料方式をををを前提前提前提前提

にしたにしたにしたにした（（（（改革改革改革改革のののの））））提言提言提言提言でこれまできておりでこれまできておりでこれまできておりでこれまできており、、、、経済同友会経済同友会経済同友会経済同友会のののの提言提言提言提言ともともともとも異異異異なるなるなるなる。。。。与謝野与謝野与謝野与謝野氏氏氏氏のののの提言提言提言提言のののの

方向方向方向方向でででで（（（（改革改革改革改革がががが））））進進進進むことになればむことになればむことになればむことになれば、、、、経済同友会経済同友会経済同友会経済同友会とはとはとはとは違違違違ったったったった方向方向方向方向になるがになるがになるがになるが、、、、それでそれでそれでそれで良良良良いいいいかかかか。。。。 

桜井：  （経済同友会の提言と違って良いかと問われれば）良くない。民主党案は、（全額

税方式の基礎年金制度ではあるが、）所得に応じて（給付に）差があり、その部分で

経済同友会の提言とは異なる。与謝野氏の方向性は、（経済同友会の提言とは）制

度上大きく異なっている。ぜひ、財源的にも、世代間の受益と負担の格差がない制

度という意味でも、長持ちする社会保障制度、基礎年金は税方式、その上に民間に

よる新拠出建年金を加え、さらに従来の報酬比例に値するところは民間の年金保険

に加入するという制度を作るべきである。長い目で見た制度設計を今から行わなけ

れば、ますます財政的にも悪化し、世代間の格差も拡大していく。これを防ぐために

も、経済同友会の提言している社会保障制度を早期に導入するという決断を下して

いただきたい。 

 

以上 

（文責：経済同友会 事務局） 


